
○ 総 務 省 告 示 第   号 

 無 線 設 備 規 則 （ 昭 和 二 十 五 年 電 波 監 理 委 員 会 規 則 第 十 八 号 ） 第 四 十 九 条 の 三 十 二 第 四 号 、 第 五 十 八 条 の 二 の 十 一

第 四 号 及 び 別 表 第 二 号 6
3

並 び に 別 表 第 三 号 5
4

の 規 定 に 基 づ き 二 三 ＧＨ
ｚ

帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 陸 上 移 動 局 の

無 線 設 備 、 又 は 二 三 ＧＨ
ｚ

帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 し て 通 信 系 を 構 成 す る 固 定 局 の 無 線 設 備 の 技 術 的 条 件 を 次 の よ う

に 定 め る 。 

 平 成  年  月  日 

総 務 大 臣 川 端 達 夫 

 

 二 三 ＧＨ
ｚ

帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 陸 上 移 動 局 の 無 線 設 備 、 又 は 二 三 ＧＨ
ｚ

帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 し て 通 信 系 を

構 成 す る 固 定 局 の 無 線 設 備 は 、 そ れ ぞ れ 次 の 条 件 を 満 た す も の で あ る こ と 。 

一 不 要 発 射 の 強 度 の 許 容 値 

１ 二 三 ＧＨ
ｚ

帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 陸 上 移 動 局 の 無 線 設 備 

ス プ リ ア ス 領 域 に お い て は 五 〇 マ イ ク ロ ワ ッ ト 以 下 、 帯 域 外 領 域 に お い て は 一 〇 〇 マ イ ク ロ ワ ッ ト 以 下 と

し 、 参 照 帯 域 幅 は 一 MH
z

と す る 。 た だ し 、 二 二 ・ 〇 GH
z

を 超 え 二 三 ・ 二 GH
z

以 下 及 び 二 三 ・ 六 GH
z

を 超 え 二 五 ・ 〇 GH
z

以 下 の 周 波 数 範 囲 に お い て は 、 次 の い ず れ か の 表 の 許 容 値 を 適 用 す る 。 

  ㈠ 二 二 ・ 〇 GH
z

を 超 え 二 三 ・ 二 GH
z

以 下 及 び 二 三 ・ 六 GH
z

を 超 え 二 五 ・ 〇 GH
z

以 下 の 周 波 数 範 囲 に お け る 不 要 発

射 の 強 度 の 許 容 値 

周波数範囲 不要発射の強度の許容値 

22.0GHzを超え 22.7GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－70デシベル（1ミリワットを 0デシベル

とする。以下同じ。）以下の値 

22.7GHzを超え 23.0GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－65デシベル以下の値 

23.0GHzを超え 23.2GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－63デシベル以下の値 

23.6GHzを超え 23.8GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－63デシベル以下の値 

23.8GHzを超え 24.1GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－65デシベル以下の値 



24.1GHzを超え 25.0GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－70デシベル以下の値 
 

  ㈡ 二 二 ・ 〇 GH
z

を 超 え 二 三 ・ 二 GH
z

以 下 及 び 二 三 ・ 六 GH
z

を 超 え 二 五 ・ 〇 GH
z

以 下 の 周 波 数 範 囲 に お け る 不 要 発

射 の 強 度 の 許 容 値 

周波数範囲 不要発射の強度の許容値 

22.0GHzを超え 22.7GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－40デシベル（1ミリワットを 0デシベル

とする。以下同じ。）以下の値 

22.7GHzを超え 23.0GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－35デシベル以下の値 

23.0GHzを超え 23.2GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－33デシベル以下の値 

23.6GHzを超え 23.8GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－33デシベル以下の値 

23.8GHzを超え 24.1GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－35デシベル以下の値 

24.1GHzを超え 25.0GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－40デシベル以下の値 
 

２ 二 三 ＧＨ
ｚ

帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 し て 通 信 系 を 構 成 す る 固 定 局 の 無 線 設 備 

ス プ リ ア ス 領 域 に お い て は 五 〇 マ イ ク ロ ワ ッ ト 以 下 、 帯 域 外 領 域 に お い て は 一 〇 〇 マ イ ク ロ ワ ッ ト 以 下 と

し 、 参 照 帯 域 幅 は 一 MH
z

と す る 。 た だ し 、 二 二 ・ 〇 GH
z

を 超 え 二 三 ・ 二 GH
z

以 下 及 び 二 三 ・ 六 GH
z

を 超 え 二 五 ・ 〇 GH
z

以 下 の 周 波 数 範 囲 に お い て は 、 次 表 の 許 容 値 を 適 用 す る 。 

周波数範囲 不要発射の強度の許容値 

22.0GHzを超え 22.7GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－40デシベル（1ミリワットを 0デシベルとする。

以下同じ。）以下の値 

22.7GHzを超え 23.0GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－35デシベル以下の値 

23.0GHzを超え 23.2GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－33デシベル以下の値 

23.6GHzを超え 23.8GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－33デシベル以下の値 

23.8GHzを超え 24.1GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－35デシベル以下の値 

24.1GHzを超え 25.0GHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－40デシベル以下の値 
 

二 空 中 線 電 力 

１ 二 三 ＧＨ
ｚ

帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 陸 上 移 動 局 の 無 線 設 備 



  前 項 第 １ 号 ㈠ の 不 要 発 射 の 強 度 の 許 容 値 を 適 用 す る 場 合 に あ っ て は 、 五 ○ ○ ミ リ ワ ッ ト 以 下 、 前 項 第 １ 号 ㈡

の 不 要 発 射 の 強 度 の 許 容 値 を 適 用 す る 場 合 に あ っ て は 、 五 ミ リ ワ ッ ト 以 下 と す る 。 
２ 二 三 ＧＨ

ｚ

帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 し て 通 信 系 を 構 成 す る 固 定 局 の 無 線 設 備 

  一 ワ ッ ト 以 下 と す る 。 

三 占 有 周 波 数 帯 幅 の 許 容 値 

次 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 変 調 方 式 を 使 用 し た 無 線 設 備 の 占 有 周 波 数 帯 幅 の 許 容 値 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 右 欄 に 掲 げ

る 値 又 は 計 算 式 に よ り 計 算 し た 値 と す る 。 

変調方式 占有周波数帯幅の許容値 

振幅変調方式 fH - fL 

fH：伝送するために必要な最高周波数 

fL：伝送するために必要な最低周波数 

周波数変調方式 25.0MHz 

四相位相偏移変調方式 33.0MHz 

一六値直交振幅変調方式 33.0MHz 

六四値直交振幅変調方式又はこれと同等以上の性能

を有するもの 

6.0MHz 

直交周波数分割多重方式 5.7MHz 
 

 

 


